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（1）海洋深層水とは
1) 資源としての海洋深層水
2) 熱帯・温帯・極域での水温の鉛直分布の概念図
3) 海洋深層水の循環、有機物の分解、生産
4) 海洋深層水の資源としての特徴
5) 海洋深層水の活用
SDGｓ︔持続可能な“発展”のための2030アジェンダ

（2）海洋深層水活⽤例
1) 高知県
2) 富⼭県⼊善町（⼩規模カスケード利用）
3）米国ハワイNELHA
4）沖縄県久米島町（⼩規模カスケード利用）

（3）⼤規模カスケード利⽤計画（久⽶島モデル）
1）建設費、収支、経済効果
2）海洋深層水水温・マテリアルフロー
3）久米島が目指すエネルギー・水・⾷糧⾃給モデル地域
4）久米島モデルの二つの報告書
第３期海洋基本計画
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世界の海の平均深度 3,729m
海水の量 1.35x109km3

海水量の95% 1.28x109km3

バイカル湖の水量2.3x104km
（DOWの5万分の1）
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1) 資源としての海洋深層水



2)熱帯・温帯・極域での水温の鉛直分布の概念図

（Garrison 1995) 2
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3)海洋深層水の循環、有機物の分解、生産 （CO
2

，O
2

，栄養塩含有量の変化）



4) 海洋深層水の資源としての特徴

資 源 表層水 海洋深層水

特徴 (＜約200m) (約200m＜) 利活用水量

冷熱（エネルギー） × ◎ ◎

肥料（富栄養性） × ◎ ◎

淡水 ○ ◎ ○

金属類 ○ ◎ ◎

ミネラル類 ○ ◎ 微量

塩 ○ ◎ 微量

溶存有機物 （難分解性） ◎ △

微生物（細菌など） ◎ 微量

その他の有用物質 ？ ？ ？

清浄性 × ◎

安定性 × ◎

熟成性 × ◎

速やかな再生速度 ◎ (1～数1000年)

再生資源
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１．醗酵飲食品 〇 〇 〇

２．飲食品 〇 〇 〇

３．飲料水 〇 〇 〇 〇

４．苦汁･塩 〇 〇 〇

５．入浴･入浴剤 〇 〇 〇

６．化粧品 〇 〇 〇 〇

７．医薬品 〇 〇 〇

８．農業（散布･肥料） 〇 △〇

９．海藻養殖 △ 〇 △ 〇 〇

１０．水産生物の養殖 〇 〇 〇 〇

１１．水産生物の蓄養 〇 〇 〇

１２．金属 〇 〇 〇

１３．冷房･冷凍・発電 〇 〇 〇 〇

１４．冷却水 〇 〇 〇 〇

5) 海洋深層水の活用

活用分野
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SDGｓ；持続可能な“発展”のための2030アジェンダ

2015年9月、国連サミット

地域資源の利用
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（2）海洋深層水活用例

1) 高知県
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2) 富山県入善町

（カスケード利用）

送水

（５℃）

送水

(16℃）

株式会社ウーケ（富山県下新川郡入善町）

平成19(2007)年11月13日会社設立、平成21（2009）年2月10日生産開始、

株式会社神明(66%)、丸紅株式会社(34%)、資本金3億円、従業員数36名

レトルトご飯（“ふんわりご飯”） 生産量 １６万食/日
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3）米国ハワイ NELHA

NELHA's Clients
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車エビ養殖場

久米島漁業協同

組合

海ブドウ育成棟

久米島海洋深層

水開発(株)

ヒューマンウェブ

久米島でカキの

陸上養殖 沖縄タイ

ムズ 2016.3.19 10

4）沖縄県久米島町 ❶用途の進展

☚❸生産現場

❷売上高の進展



（3）大規模カスケード利用計画（久米島モデル）

表 8-2 第一フェーズの建設費（参考値） (億円)

建設費 備考 建設費 備考

(1) 1MW 級海洋温度差発電 30.8 出力 1,250kW (5) 地域冷房 1.0 ホテル3棟、仲里庁舎の建築物側工事

(2) (a) 完全人工光型 3.5 200 坪型×1 軒(レタス類、サラダ菜等) (6) 実証研究 1.5 リチウム回収設備

(b) 太陽光利用型 26.0 20 a型×40 軒(ミニトマト、大玉トマト等) (7) その他 4.8 低温倉庫・加工場・EV充電ステーション

(c) 根域冷却農法 16.0 1,000m2 型×100 軒(ホウレンソウ等) (8) (a) 表層水 18.2 取水能力　30万m3/日

(3) (a) クルマエビ 8.0 2ha 養殖池×4 池(クルマエビ) (b) 深層水 83.7 取水能力　24万m3/日

(b) 海ぶどう 3.0 小型水槽1,500 槽(海ぶどう) (9) (a)農業設備 18.5 送水ポンプ 900m3/h × 10 基

(4) (a) 逆浸透 0.8 淡水化容量 200t/d (b)空調 13.7 送水ポンプ 136m3/h × 5 基

(b) フラッシュ蒸発 1.6 淡水化容量 200t/d 231.1

出典）久米島海洋深層水複合利用基本調査報告書 H23.3 沖縄県久米島町

項目 項目

合計

植物工

場・施

設園芸

養殖等

海水淡

水化

取水設

備

配水設

備

収支、ROA、課題

投資額 231 億円 建設費の縮減

売上 39 億円/年 付加価値の増大

利益 5.8 〃 コスト縮減

ROA 2.5 % 目標7%

1）建設費、収支、経済効果

出典）久米島海洋深層水複合利用基本調査報告書H23.3久米島町 11



（久米島町 2011）
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2）海洋深層水 水温・マテリアルフロー
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3）

出典）離島地域における海洋深層水を活用した地域活性化可能性調査報告書，平成29年度，内閣府沖縄総合事務局経済産業部



4）久米島モデルの二つの報告書

報告書１ （2011年3月）：

“久米島海洋深層水複合利用基本調査（調査報告書）”

緑の分権改革推進事業 調査主体；沖縄県久米島町

http://www.town.kumejima.okinawa.jp/docs/eepocean_water_inspection_slip/

（久米島町のHPの ”産業“→”久米島海洋深層水“）

報告書2 （2017年9月）：

”平成 29 年度 離島地域における海洋深層水を活用した 地域活

性化可能性調査（調査報告書）“

平成 29 年度内閣府沖縄振興 実現調査

調査主体；内閣府沖縄総合事務局経済産業部

http://www.ogb.go.jp/-

/media/Files/OGB/Keisan/move/OSHIRASE/oshirase/201710/171010houkokusho.pdf

（内閣府沖縄総合事務局のHP” ）
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第３期海洋基本計画

これまでの施策の延長上に次期計画を立てるの

は当然であるが・・・

今後の10年を、現在の延長として

予測する事は不適切

日経5月15日夕刊➪

⇦日経5月21日朝刊

海洋基本計画 補遺：「海洋基本計画」の先にあるもの，

浦辺徹郎，東京大学大学院理学研究科 より

★海洋深層水の記述が初めて

盛り込まれた。

★計画期間中の事業化、具体的

提案、実績が求められている。

出典）第三期海洋基本計画について，内閣

府 総合海洋政策推進事務局 羽尾一郎



次々世代のための

社会の持続性の強化

感 謝
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